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はじめに
少子高齢化・人口減少を克服し、国民が豊かさと幸

せを実感できる持続可能な経済社会を実現していくた
めに、人口減少が本格化する2030年度までの6年間は
経済構造変革のラストチャンスである。こうした認識
のもと、骨太方針2024では「経済・財政新生計画」
が定められ、経済・財政一体改革を着実に推進するこ
ととされている。

同計画の推進にあたっては、限られたリソースから
高い政策効果を生み出すこと、進捗や政策効果を確認
し、更なる政策の企画・立案に結び付けることが重要
である。このため、経済財政諮問会議の専門調査会で
ある「経済・財政一体改革推進委員会」において、社
会保障、文教・科学技術、社会資本整備、地方行財政
など国民生活の基盤となる重要分野について、「EBPM
アクションプラン」、「改革実行プログラム」及び「進
捗管理・点検・評価表」を活用し、EBPMの強化を
図るとともに、毎年改革の進捗管理・点検・評価を行
うこととしている。本稿では、2025年末の経済財政
諮問会議において決定された、各文書の改訂版のポイ
ントについて紹介する。

計画の推進に向けた改訂のポイント
（1）EBPMアクションプラン2025

「EBPMアクションプラン」は、経済・財政に大き
な影響をもたらす、多年度にわたる重要政策・計画を
対象として、エビデンスに基づく政策立案を推進する
ため、ロジックモデル、検証事項とその方法、体制、
ロードマップ、政策見直しへの活用方法を明確化する
ものである。KGI・KPIの進捗を確認するだけでなく、
施策を実施した効果であるのかという因果関係を分
析・検証する、点検・評価の更なる向上に向けた新た
な取組である。
「EBPMアクションプラン2025」では、人口減少も

踏まえ、今後中長期的に取り組むべき重要な改革項目
（2040年以降を見据えた介護サービス提供体制の構築、

高等教育の機能強化）について、新たにロジックモデ
ルを構築し、検証事項やその方法・体制等を明確化す
るとともに、「EBPMアクションプラン2024」に盛り
込まれた10の重要政策・計画の分析手法の具体化を
行った。今後は、本プランに基づく分析・検証に着手
し政策効果の分析・検証を本格化させるほか、活用
データ（比較対象となる群のデータも含む）の整備
や、必要に応じたKGI・KPI等の見直しなどを引き続
き進める。

（2）改革実行プログラム2025
「改革実行プログラム」は、各分野の改革項目につ

いて、「経済・財政新生計画」の集中取組期間（2025
～2027年度）の3年間を中心に、「何を」「いつまでに」

「どのように」進めるか、改革のロードマップを具体
化し、各府省の改革の着実、計画的な推進を図るもの
である。
「改革実行プログラム2025」への改訂では、医療・

介護保険における金融所得の勘案等の社会保障改革な
ど、骨太方針2025等に盛り込まれた施策を新たに改
革項目として加えるとともに、2025年末時点での進
捗状況を反映し、ロードマップの見直し等を行った。

（3）進捗管理・点検・評価表2025（改訂版）
「進捗管理・点検・評価表」は、各分野の施策の進

捗状況について、客観的な指標（KGI（最終アウトカ
ム）、KPI第2階層（中間アウトカム）、KPI第1階層

（アウトプット））を⽤いて点検・評価を実施し、
PDCAを強化するものである。
「進捗管理・点検・評価表2025（改訂版）」では、

検討中とされていた事項について新たな指標を設定す
るなどの改訂を行った。例えば、国際卓越研究大学制
度において、Top10％論文割合を20％程度とする等の
政府の目標値を掲げたほか、自治体DXの推進につい
て、住民の行政手続にかかる時間の削減等の目標値を
新たに設定するなど、より実効性の高いアウトカム指
標が設定された。

おわりに
経済・財政一体改革の推進にあたっては、その実効

性を検証しつつ、スピード感を持って施策を進めてい
くことが求められている。今回改訂した各文書に基づ
き、 引 き 続 き 工 程 の 具 体 化、KGI・KPIの 設 定、
EBPMの手法の活用等を通じて、改革の進捗管理・
点検・評価を実施していく。
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